
12

市政情報
Town Information

フォトコレinひろさきフォトコレinひろさき
市内各地で行われた
イベントやまちの話
題をお届けします。

　３月 28 日、弘前駅前北地区土地区画整理事
業の地区内を通る都市計画道路の開通式が行わ
れました。会場では園児らによるよさこい演舞
なども行われ、新しい道路の開通を祝いました。

第34回弘前城ミス桜コンテスト

ひろみちお兄さんの親子体操教室

城北公園交通広場オープン

　今年の営業がオープンした城北公園交通広場
（田町３丁目）に２日、園児らが訪れ、横断歩道
の渡り方を学んだほか、ミニ列車やゴーカート
に乗り、楽しく交通ルールを学んでいました。

弘前城天守
ブルーライトアップ

　４月２日、発達障がいに関する知識を持って
もらうことを願い、弘前城天守が自閉症啓発の
シンボルカラーである「ブルー」に照らされ、
暗闇の中、美しく天守が浮かび上がりました。

　３月21日に岩木文化センターあそべーる（賀
田１丁目）で行われ、参加者はお互いに腕を引っ
張り合ったり音に合わせて踊ったり、親子で触れ
合いながら、楽しく体を動かしました。

弘前駅前北地区土地区画整理事業地区内開通式
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ごみ集積ボックス設置事業費補助金

　ごみ集積ボックスや折り畳み式ごみ収納枠を新たに
設置する際、設置費用の一部を補助します。
▽対象者　ごみ集積所を設置・管理する町内会、集合
住宅所有者など
▽対象経費　ごみ集積ボックス、折り畳み式ごみ収納
枠の購入費または、自ら作製する場合の材料費
▽補助金額　補助対象経費の２分の１またはごみ集
積ボックスは 10 万円、折り畳み式ごみ収納枠は

１万5，000円のいずれか少ない額
※１補助対象者は年度内にごみ集積ボックスは３基ま
で、折り畳み式ごみ収納枠は10基まで申請できます。
▽申請期間　5月 1日～
▽その他　申請前にすでに購入・作成しているものは
対象外
■問い合わせ・申請先　環境管理課環境事業係（☎
32・1952）

希望する場合は
申請を

　市では、「弘前市まち・ひと・しごと創生総合戦略」を推進し、
人口減少の抑制や地域経済の維持・成長につなげるため、さま
ざまな知識や経験、アイデアを持つ民間企業等から提案を受け
た事業に連携して、市民に有益なサービスを提供します。
■問い合わせ先　ひろさき未来戦略研究センター（☎ 40・
7021）

ひろさき地方創生
パートナー企業

企業名 提案内容

有限会社 
丸一石油商会

市が発行する「ひろさき多子家族応援パスポート」を持参した市民または 65歳以上の市
民が丸一石油商会（一町田字村元）でガソリン・軽油を給油した場合に、店頭価格から3
円差し引いて販売します。

株式会社
日本アクセス

農業経営の安定化を促進し、地域農業の活性化を図ることを目的に、株式会社日本アクセ
スの販路を活用してりんごの輸出拡大に取り組みます。

損害保険ジャパン
日本興亜 株式会社

市内の女性の活躍が進み、地域の活性化につながるように、市と損害保険ジャパン日本興
亜株式会社が事務局となり、官民連携による「hirosaki smart project 女性活躍推進異
業種交流会」を年4回開催します。

スカパー JSAT 
株式会社

市内のテレビ視聴環境の向上を図るため、市民を対象に、スカパー！プレミアムサービス
対応チューナーやBS対応スカパー！アンテナ、標準取付工事の無償化を実施します。

株式会社 
楽天野球団

①楽天生命パーク宮城（仙台市）で開催の一軍公式戦へ市内の小学生を無料招待／②野球
教室の開催／③楽天イーグルス未来塾の実施

KNT-CT ホール
ディングス 株式会社

今年の弘前さくらまつりへの１万 9,000 人（商品設定人数）を越える観光客誘致など、同
社独自のイベントも含む弘前市の旅行商品を企画・販売し、当市への観光客の増加を図り
ます。

東京海上日動火災保険 
株式会社

市内企業を対象としたBCP（自然災害などの緊急事態に備えた事業継続計画）策定に関
するワークショップを開催し、その後もBCPを作成するまでの訪問支援を実施します。

NTT コミュニケーショ
ンズ 株式会社

市内のモデル校（高杉小学校、文京小学校、千年小学校）に、児童「1人 1台」で利用で
きるタブレット型端末を配置し、同社が開発した教育システム「まなびポケット」を活用
して、ICT（情報通信技術）活用教育を推進します。

ShowTalk
株式会社

「市役所内でのAI を活用した 24時間窓口サービス」および「弘前式さくらの管理技術の
AI 化」について、市と共同で研究を進めます。

あいおいニッセイ同和
損害保険株式会社

小規模校やへき地校での設備用品購入を目的として、代理店および市公共施設にベルマー
ク収集BOXを設置し、回収したベルマークを市教育委員会へ寄贈します。

社会福祉法人
茜育友会

同会が運営する障害サービス事業所「ワークランド茜」と市が共同で、国指定史跡・弘前
城跡新寺構の遊歩道の花壇を花で彩る「ハナヒロプロジェクト」を実施します。

株式会社
乃村工藝社

首都圏企業のオフィスで実施している「企業内物産展」で、同社から新たな開催企業や企画・
アイデアの提案を受けることで、市内物産品の販路開拓・拡大に取り組みます。

　３月 24 日、弘前文化センター（下白銀町）
で「弘前城ミス桜コンテスト」が開催。決勝に
は 17 人が進出し、ミス桜グランプリに木村桜
さん（藤崎町）、ミス桜には角田愛琳奈さんと小
山内鈴奈さん（ともに弘前市）が選ばれました。
グランプリの木村さんは「国内外の人に弘前の
魅力をたくさん伝えたい」と抱負を述べました。


